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マンスリーレポート

スパークス・アセット・マネジメント株式会社

【運用実績】 【基準価額・純資産総額の推移】

基準日 2022年3月31日

※決算期に収益分配があった場合のファンドのパフォーマンスは分配
金（税金控除前）を再投資することにより算出される収益率です。
従って実際の投資家利回りとは異なります。

※2007年1月30日（設定日前営業日）を10,000として指数化

基準価額 解約価額 純資産総額

30,189 円 30,099 円 70.95 億円

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

20.0

サービ

ス業

電気機

器

機械 情報・

通信業

化学 小売業 建設業 卸売業 その他

製品

陸運業

16.8 13.1 12.4 11.4 8.2 6.1 5.5 5.3 3.8 3.2

【資産別構成】

※比率は対純資産総額

【株式業種別構成 上位10業種（％）】

【株式市場別構成】

スパークス･Ｍ＆Ｓ･ジャパン･ファンド
愛称:華咲く中小型

※比率は対純資産総額

※比率は対純資産総額

※略称は下記の取引市場を指します。 ※比率は対純資産総額
東1：東証1部、東2：東証2部、ﾏｻﾞｰｽﾞ：東証マザーズ、JQ：JASDAQ

【組入有価証券 上位10銘柄】 ( 銘柄総数：59銘柄 )

(億円)

過去のパフォーマンス(%) 直近の分配実績（円）

2.82 第11期 2018/1/25 350

ファンド ベンチマーク

過去3ヵ月間 -5.22 -1.37 第12期 2019/1/25 300

過去1ヵ月間 0.71

過去1年間 -5.43 -2.02 第14期 2021/1/25 350

過去6ヵ月間 -8.11 -5.17 第13期 2020/1/27 350

20.22 第15期 2022/1/25 350過去3年間 21.97

設定来 236.06 67.22 設定来累計 2,550

東証1部 92.3
市場 比率(％）

東証マザーズ 0.9
ジャスダック 3.3

株式組入比率 96.5
その他市場 0.0

資産種類 比率(％）
株式 96.5

現金その他 3.5

投資信託証券 0.0
その他株式関連証券 0.0

銘柄 市場 業種 比率(％）

1 ＮＥＣネッツエスアイ 東1 情報・通信業 4.2

3 マクロミル 東1 情報・通信業 3.4

2 前田工繊 東1 その他製品 3.8

5 バリューコマース 東1 サービス業 3.1

4 センコーグループホールディングス 東1 陸運業 3.2

6 山一電機 東1 電気機器 3.1

7 アルバック 東1 電気機器 3.0

9 シークス 東1 卸売業 2.7

8 日本光電工業 東1 電気機器 3.0

10 住友ベークライト 東1 化学 2.7

※当ファンドのベンチマークは、ラッセル/ノムラ・ミッド・スモール・キャップ指数
（配当込）ですが、当ファンドはベンチマークに連動するものではありません。

※基準価額は、信託報酬等控除後です。
※分配金再投資基準価額は、当該ファンドの信託報酬控除後の価額を用い、分配金を非

課税で再投資したものとして計算しております。
※過去の実績は将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

※上記記載のうち、【運用実績】、【基準価額・純資産総額の推移】以外は、当ファンドが投資するマザーファンドに関する情報です。

※「比率（％）」は、当ファンドが投資するマザーファンドの純資産総額に対する比率です。

お客様向け資料

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基
づく開示書類ではありません。当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必
ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基準
価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落に
より、損失を被り、投資元本を割り込む場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資
信託は預貯金・金融債または保険商品ではなく、預金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社
で購入した場合を除き、投資者保護基金の規定に基づく支払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運用は、投資信託委託
会社が行います。■当資料に記載の内容は将来の運用結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている
過去の実績の数値および市場動向等についてのコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保
証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありません。また記載内容は予告なく訂
正が行われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する
投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。
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スパークス・アセット・マネジメント株式会社

基準日 2022年3月31日

スパークス･Ｍ＆Ｓ･ジャパン･ファンド
愛称:華咲く中小型

お客様向け資料

【運用担当者のコメント】

◆株式市場の状況

当月の日本株式市場は、2月後半より緊迫化したウクライナ情勢の中、日米欧による対ロシア経済・金融制裁

の発表や原油価格急騰を背景とした世界的な景気の悪化懸念から、下落して始まりました。

しかし、月半ばからは、日銀が金融緩和政策を維持するなかFRB（米国連邦準備制度理事会）の利上げ決定を

背景に円安が進行したことや、資源価格の上昇一服、ウクライナ情勢に対する過度な懸念の後退を受けて反転、

海外株式市場の回復を受けてその後大きく上昇いたしました。

月末にかけては急上昇の反動もありましたが、TOPIX（配当込み）は前月末比4.30％の上昇、当ファンドのベ

ンチマークは同2.82％の上昇でした。

◆ファンドの運用状況

当月、当ファンドにおいては、アルバックなどが上昇、一方でアウトソーシングなどが下落しました。アル

バックは前月までの株価下落の反動に加え、一部証券会社による目標株価引き上げが好感されたこと、アウト

ソーシングは、自動車減産長期化やガバナンス懸念などがそれぞれ株価変動の要因と考えます。

投資行動の観点では、引き続き既保有銘柄への買い増しとともに、株価が上昇し割安感が薄れた銘柄、当初の

投資仮説から実態が乖離したと判断した銘柄の売却を行っています。また、半導体不足やコロナ禍を背景とし

た業績の停滞により市場期待値が低下しているものの、着実な案件獲得やストック事業の蓄積が見込まれる医

療関連銘柄などに新規投資を行っています。

◆今後の運用方針

年初から株式市場の調整が進む中で、当ファンドはいくつかの銘柄に新規投資を行っています。急速に進展す

るインフレを背景に資源関連銘柄の株価が上昇し、当ファンドにとって厳しい環境ではありますが、むしろ新

たな投資の好機と捉えています。というのも、本年は金利上昇により、高い株価評価を受けてきた銘柄ほど株

価下落が顕著な傾向にあります。金利水準の一段の上昇には留意が必要ではあるものの、企業独自の成長ドラ

イバを有した銘柄を、成長率に比し割安な水準で買える機会が増えたと考えているためです。新規投資を行っ

た銘柄の業種は多岐にわたるものの、「いい会社を安く買う」という投資戦略は全ての企業に共通しています。

当月新規投資を行った医療関連銘柄を例に挙げて説明します。

同社は医療機関向けに医療機器や設備、サプライ品（備品や供給物など）を提供するサービスを行っており、

ビジネスモデルは設備導入支援等のフロー（売切型）、関係構築後のストック（継続型）の両面から構成され

ています。フローで獲得した顧客に対しストック事業を積み重ねていくことで収益基盤の拡大が進むと同時に、

M&Aなどにより新たな事業機会を拡大させていくというのが同社の事業戦略です。このビジネスモデルの特筆す

べき点は、顧客の蓄積に従い事業機会が増し、またスケールメリット（ノウハウの構築や医薬品卸事業におけ

る一括購入等）により事業効率も改善するという点です。これは顧客である医療機関にとっての経済合理性に

も適うものでもあり、強固なビジネスモデルであると言えます。一方、コロナ関連特需剥落や半導体不足によ

る納期遅延という短期業績の悪化懸念から、株価及び市場からの期待値は大きく調整している状況にあります。

当ファンドは同社の中長期における事業成長確度と現状の株価水準とを踏まえ、投資の好機と判断し投資に至

りました。

金利上昇とインフレ懸念、さらに地政学的リスクと、複数の懸念材料が依然として市場参加者の頭をもたげる

環境が続いています。相場環境改善のタイミングを合理的に予測するのは困難ですが、当ファンドはこのタイ

ミングを活かし、ボトムアップ・アプローチを通じてより良いリスク・リターン特性を有するポートフォリオ

への改善を進めてまいります。

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基
づく開示書類ではありません。当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必
ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基準
価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落に
より、損失を被り、投資元本を割り込む場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資
信託は預貯金・金融債または保険商品ではなく、預金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社
で購入した場合を除き、投資者保護基金の規定に基づく支払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運用は、投資信託委託
会社が行います。■当資料に記載の内容は将来の運用結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている
過去の実績の数値および市場動向等についてのコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保
証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありません。また記載内容は予告なく訂
正が行われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する
投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。
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当ファンドは、主としてスパークス・日本中小型株・マザーファンド（以下「マザーファンド」といいま
す。）を通じて、日本の株式に投資し、信託財産の中長期的な成長を目標に積極的な運用を行う
ことを基本とします。 
 

ファンドの特色 

１. 日本の上場株式のうち中小型株式を中心に投資します。 
 中小型株式は銘柄数が豊富であり、また高い成長が期待できる企業が多く存在します。 

２. スパークスの徹底したボトムアップ・リサーチで銘柄を選別します。 
 中小型株式の調査は１９８９年のスパークス創業時から行っております。 

３. ベンチマークであるラッセル／ノムラ・ミッド・スモールキャップ指数（配当込み）＊を上回る

投資成果を目指して運用します。 
 ただし、ベンチマークの業種構成比等にはとらわれません。 

＊ ラッセル／ノムラ・ミッド・スモールキャップ指数（配当込み）は Russell/Nomura 日本株インデックスのサイズ別指数です。
Russell/Nomura 日本株インデックスは、野村證券株式会社が公表している指数で、その知的財産権は野村證券株式会社
及び Russell Investments に帰属します。なお、野村證券株式会社及び Russell Investments は、ラッセル／ノムラ・ミッド・ス
モールキャップ指数（配当込み）の正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、スパークス・アセット・マネジメ
ント株式会社がラッセル／ノムラ・ミッド・スモールキャップ指数（配当込み）を用いて行う事業活動・サービスに関し一切責任
を負いません。 

 
 

ファンドの仕組み 

ファミリーファンド方式※により、金融商品取引所上場株式への実質的投資を行います。 
※ ファミリーファンド方式とは、投資者の皆さまからお預かりした資金をまとめてベビーファンドとし、そ

の資金をマザーファンドに投資することにより、その実質的な運用をマザーファンドにて行う仕組み

です。 

 

ファンドの目的 
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投資リスク 
 

基準価額の変動要因 

当ファンドは、マザーファンド受益証券への投資等を通じて、株式などの値動きのある有価証券に投資しますので、
ファンドの基準価額は変動します。従って、投資者の皆さまの投資元金は保証されているものではなく、基準価額
の下落により、損失を被り、投資元金を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者の皆さ
まに帰属します。また、投資信託は預貯金と異なります。 

株価変動リスク 
一般に株価は、個々の企業の活動や一般的な市場・経済の状況、国内および国際的な政治・経済情勢等に応じて
変動します。従って、当ファンドに組入れられる株式の価格は短期的または長期的に下落していく可能性があり、こ
れらの価格変動または流動性に予想外の変動があった場合、重大な損失が生じる場合があります。 

中小型株式等への投資リスク 
当ファンドは、中小型株式等へも投資します。こうした株式は、比較的新興であり、発行済株式時価総額が小さく、
売買の少ない流動性の低い株式が少なくありません。その結果、こうした株式への投資はボラティリティ（価格変動
率）が比較的高く、また流動性の高い株式に比べ、市況によっては大幅な安値で売却を余儀なくされる可能性があ
ることから、より大きなリスクを伴います。 

信用リスク 
組入れられる株式や債券等の有価証券やコマーシャル・ペーパー等短期金融商品は、発行体に債務不履行が発
生あるいは懸念される場合には価格が下がることがあり、また、投資資金を回収できなくなることがあります。 

その他の留意事項 
●システムリスク・市場リスクなどに関する事項 
証券市場は、世界的な経済事情の急変またはその国における天災地変、政変、経済事情の変化、政策の変更もし
くはコンピューター・ネットワーク関係の不慮の出来事などの諸事情により閉鎖されることがあります。このような場
合、一時的に換金等ができないこともあります。また、これらにより、一時的にファンドの運用方針に基づく運用がで
きなくなるリスクなどもあります。 

※基準価額の変動要因（投資リスク）は、上記に限定されるものではありません。 

 

その他の留意点 

・ 当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありま
せん。 

・ 収益分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益の水準を示すものではありません。 
収益分配は、計算期間に生じた収益を超えて行われる場合があります。 
投資者の購入価額によっては、収益分配金の一部または全部が、実質的な元本の一部払戻しに相当する場合
があります。ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様で
す。 
収益分配の支払いは、信託財産から行われます。従って純資産総額の減少、基準価額の下落要因となります。 



 
スパークス･Ｍ＆Ｓ･ジャパン･ファンド 

愛称：華咲く中小型 

 

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書
類ではありません。当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上
詳細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、
元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込
む場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯金・金融債または保険商品ではな
く、預金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基金の規定に基づく
支払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運用は、投資信託委託会社が行います。■当資料に記載の内容は将来の運用結果を保
証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等についてのコメントは当資料作成時
点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証する
ものではありません。また記載内容は予告なく訂正が行われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をす
ることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。 
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お申込メモ（お申込の際には投資信託説明書（交付目論見書）をご覧下さい。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔お問い合わせ先〕 スパークス・アセット・マネジメント株式会社 

ホームページ https://www.sparx.co.jp/ 電話番号：03-6711-9200（受付時間：営業日 9：00 ～ 17：00） 

 
 
 

お客様にご負担いただく手数料等について  
※下記手数料等の合計額については、お申

込金額や保有期間等に応じて異なります
ので、あらかじめ表示することができませ
ん。 

【お申込時】  
■お申込手数料 

お申込受付日の基準価額に 3.3%（税抜
3.0%）を上限として販売会社が定める手数
料率を乗じて得た額 

【ご解約時】 
■信託財産留保額  

解約請求受付日の基準価額に 0.3%の率
を乗じて得た額 

■解約手数料  
なし 

【保有期間中】 
(信託財産から間接的にご負担いただきます) 

■信託報酬 
純資産総額に対して年率 2.057%（税抜
1.87%） 

■その他の費用等  
(1)監査報酬、投資信託説明書（目論見書）

や運用報告書等の作成費用などの諸費
用（純資産総額に対し上限年率 0.11%（税
抜 0.10%）） 

(2)有価証券売買時の売買委託手数料等
は、ファンドの運用による取引量に応じて
異なりますので、事前に料率や上限額等
を表示することができません。 

 

ファンド名 
スパークス･Ｍ＆Ｓ･ジャパン･ファンド 

（愛称:華咲く中小型） 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 2007 年 1 月 31 日から 2027 年 1 月 25 日 

決算日 
毎年 1 月 25 日 

（休日の場合は翌営業日） 

収益分配 

原則として毎決算時にファンドの基準価額水準、市況動向等

を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少

額の場合には、分配を行わないことがあります。 

お申込時間 

各販売会社で毎営業日お申込いただけます。お申込時間は、

原則として午後 3 時までとします。 

当該時間を過ぎた場合は翌営業日の受付となります。 

お申込単位 販売会社が定める単位 

お申込価額 お申込受付日の基準価額 

解約のご請求 

販売会社の毎営業日に販売会社が定める単位で解約を請求

することができます。お申込時間は、原則として午後 3 時まで

とします。当該時間を過ぎた場合は翌営業日の受付となりま

す。 

※委託会社は金融商品取引所における取引の停止、その他

やむを得ない事情があるときには、解約請求の受付を中止

することができます。 

解約価額 
解約請求受付日の基準価額から信託財産留保額を差し引い

た価額 

解約代金の 

受渡日 

解約受付日から起算して、原則として 5 営業日目からお支払

いします。 

 

【課税上の取扱い】 
課税上の取扱いについては投資信託説明書（交付目論見書）をご覧下さい。 
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ファンドの関係法人について 
 
●委託会社 スパークス・アセット・マネジメント株式会社  
  金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 346 号 
 （加入協会） 一般社団法人投資信託協会 一般社団法人日本投資顧問業協会 日本証券業協会 
         一般社団法人第二種金融商品取引業協会 

信託財産の運用指図、受益権の発行等を行います。 

●受託会社 三井住友信託銀行株式会社 
委託会社の指図に基づく信託財産の管理等を行います。なお、信託事務の一部につき株式会社日本カストディ銀行に委託
を行います。 

●販売会社 下記一覧参照 
ファンドの受益権の募集・販売の取扱い、一部解約請求の受付、一部解約金・収益分配金・償還金の支払いの取扱等を行
います。 

販売会社 登録番号 

加入協会 

日本証券業 
協会 

一般社団法人 
金融先物取引業 

協会 

一般社団法人 
日本投資顧問業 

協会 

一般社団法人 
第二種金融商品 

取引業協会 

au カブコム証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○ ○  

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2251号 ○ ○ ○ ○ 

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○  ○ 

岡三証券株式会社※１ 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○ 

おかやま信用金庫 登録金融機関 中国財務局長（登金）第19号 ○    

極東証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第65号 ○   ○ 

株式会社熊本銀行 登録金融機関 九州財務局長（登金）第６号 ○    

株式会社十八親和銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第3号 ○    

十六 TT 証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第188号 ○    

株式会社新生銀行 
（委託金融商品取引業者 
マネックス証券株式会社） 

登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号 ○ ○   

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第140号 ○ ○  ○ 

西日本シティＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者 福岡財務支局長（金商）第75号 ○    

株式会社福岡銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第7号 ○ ○   

PayPay 銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長（登金）第624号 ○ ○   

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○   

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○  

三井住友信託銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長（登金）第649号 ○ ○ ○  

水戸証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第181号 ○  ○  

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○ 

スパークス･アセット･マネジメント株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第346号 ○  ○ ○ 

※１ 岡三証券株式会社は、一般社団法人日本暗号資産取引業協会に加入しています。 

 

〔お問い合わせ先〕 スパークス・アセット・マネジメント株式会社 
ホームページ https://www.sparx.co.jp/ 電話番号：03-6711-9200（受付時間：営業日 9：00 ～ 17：00） 

 




